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含：

アプリケーション例

データシート D3757jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年12月

データシート

labVF6-Iso IIは、電圧センサー及びIEPE/ICPセンサーを接続する為のHEADlink 2.0伝送プロ

トコルを備えた6チャンネルHEADlab入力モジュールです。6つの高インピーダンス入力は相互に 電気

的に絶縁されており、デジタルHEADlinkインターフェースとも絶縁されている為、電磁的に条件の厳しい

環境でも利用できます。



概要
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labVF6-Iso IIは、互いに電気的に絶縁された6つの

高インピーダンス入力端子を備えています。電気的絶

縁は、グラウンドループを防止し、電磁的に条件の厳し

い環境への適用範囲を拡大します。さらに、このモ

ジュールは、高い入力インピーダンス、切り替え可能な

ローパスフィルター、2.048 kHzから204.8 kHzまでの

柔軟に調整可能なサンプリングレートが特徴です。

測定範囲は、30 mVから30 Vまで柔軟に調整でき、

さらに10 Vの範囲も利用可能です。過負荷検出と40 V

の電気的強度により、測定セットアップのエラーに対する

高レベルの保護が可能です。

主なフィーチャー

アプリケーション

6-チャンネル HEADlab 入力モジュール、HEADlink 2.0

それぞれの入力端子が他の端子及びデジタル HEADlink
インターフェイスから電気的に絶縁

高入力インピーダンス
› 10 MΩ DC、リゾルバー用等
› 1 MΩ AC、IEPE/ICP センサー (TEDS) 用

最大サンプリングレート204.8 kHz

カップリング切り替え：DC、AC、ICP、ICP-DC

測定範囲：30 mV、300 mV、3 V、10 V、30 V

低カットオフ周波数： 0.14 Hz

アナログローパスフィルター(チャンネルごとに切り替え可能)
›  1 kHz、２次
›  5 kHz、２次

アナログハイパスフィルター
› 0.14 Hz、１次

(AC モードではスイッチオフ不可)

› 22 Hz、２次(チャンネルごとに切り替え可能)

影響を受けたチャンネルを自動切断する為の過負荷検知

HEAD acoustics の0 Hz ICP-DC カップリング、セイスミック

センサーによる低周波数信号測定用等

HEADlinkを介した電源供給

堅牢；コンパクト設計；ノイズレス (ファン非搭載)

電磁的な条件の厳しい環境にでケースの絶縁がないセン

サーでも利用でき、迅速かつ容易なデータ収集が可能

データシート D3757jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年12月
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詳細
電気的絶縁

labVF6-Iso IIは、電圧センサーまたはIEPE/ICPセンサー

のダイレクト接続用に6つのBNC入力端子が搭載されていま

す。グラウンドループを防ぐために、各入力端子は他の入力端

子とHEADlinkインターフェースの両方から電気的に絶縁され

ています。これにより、ケース絶縁のないセンサーを電磁的に

条件の厳しい環境でも利用可能です。

高入力インピーダンス

10 MΩ DC

› DC測定用に、labVF6-Iso IIの入力インピーダンスは

10 MΩと特に高く、例えばレゾルバ測定に10 V測定

範囲と合わせて使用できます。

› ArtemiS SUITEの基本デコーダモジュール（ASP 

801）を利用して、レゾルバ信号をデコードできます。

1 MΩ AC

› IEPE/ICP センサー (TEDS)用に 入力インピーダンス

1 MΩ が利用可能。

システムサンプリングレート

1つ以上のlabVF6-Iso IIや他の入力モジュールを含む

HEADlabシステムのシステムサンプリングレートは、最大

204.8 kHzまで柔軟に調整できます。

HEADlink 2.0 伝送プロトコル

最大サンプリングレート204.8 kHzは、HEADlink 2.0伝送

プロトコルを利用することで達成されます。ただし、この目的の

為には、labVF6-Iso IIをHEADlink 2.0対応のコントロー

ラーやコンパクトシステム等に接続する必要があります。

HEADlink 1.0伝送プロトコルと比較して、HEADlink 2.0

は同じチャンネル数で２倍のサンプリングレートが確保できま

す。

データシート D3757jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年12月

電源供給

labVF6-Iso IIは独自の電源を必要とせず、接続された入

力モジュールや他のすべてのモジュール（例：最大10モ

ジュールを含むlabCTRL II.1コントローラー）は、コントロー

ラーやコンパクトシステム等から電源供給を受けます。そして、

コントローラーやコンパクトシステム等は、付属の電源アダプ

ターや電源供給モジュールのバッテリーから電源供給を受けま

す。

自立システム

HEAD acousticsは、コントローラー、コンパクトシステム等、

そして接続されたモジュールを自立システムとして操作に利用

でき、停電時もこれらを保護できる電力レベルが異なる複数

の電源供給モジュールを用意しています。システム構成に応

じて、電源供給モジュールのバッテリーはシステムを数時間動

作させることができます。

制御 (ソフトウエア)

ArtemiS SUITE

› 設定と制御の目的の為に、labVF6-Iso IIはコント

ローラー、コンパクトシステム等に接続されており、これら

はUSBまたはLANを介してPCに接続されます。PCには

ArtemiS SUITEがインストールされている必要があり、

APRフレームワーク（APR 000）とRecorder（APR 

040）のライセンスが利用可能でなければなりません。

ブラウザーベースのユーザーインターフェイス

›  labCTRL II.1とlabSAR I.1を組み合わせて利用す

ることで、labVF6-Iso IIをスマートフォンやタブレットの

みで操作できるようになります（ネットワーク接続が必要

です）。システムはブラウザベースのユーザーインター

フェースを通じて操作されます。

› この場合、ArtemiS SUITEは必要ありません。
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外 観

データシート D3757jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年12月

データ収集

制御 /
電源供給

電源供給

HEADlink経由

センサー接続

BNC接続

› 電圧センサーまたは IEPE/ICP センサー (TEDS)

› レゾルバー

› BHM III.3 バイノーラル録音用モバイルヘッドセット

マイクロホン

› HSU III.2 ダミーヘッドマイクロホン

› BHS II バイノーラルヘッドセット

› 電圧源

› ..

コントローラ / フロントエンド / システムへの接続

HEADlink プロトコル 2.0経由 HEADlink経由

›  labCTRL II.1 コントローラー

› labCOMPACT12 II と labCOMPACT24 II 

コンパクトシステム

›  labHSU ハイエンド2-チャンネルフロントエンド

(ファームウエアバージョン 2.1現在)

› HMS V デジタルHEAD測定システム

(ファームウエアバージョン 2.1現在)

HEADlink プロトコル 1.0、HEADlink経由

›  labCTRL I.2 及び labCTRL I.1 コントローラー

›  labCOMPACT12(-V1) 及び

labCOMPACT24(-V1) コンパクトシステム

› labHSU 2-チャンネルフロントエンド

(ファームウエアバージョン 2.1まで) 

› HMS V デジタルHEAD測定システム

(ファームウエアバージョン 2.1まで) 

› VMA V HEAD VISOR マイクロホンアレイ

› VMA II.1 HEAD VISOR フロントエンド

録音再生システム

› SQuadriga III モバイル録音再生システム

(ファームウエアバージョン 2.5現在)
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納品アイテムとアクセサリー

データシート D3757jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年12月

納品アイテム

ハードウエアアクセサリー
必須要件として以下リストのコントローラーのいずれか

必須要件としてHEADlink ケーブル

推奨（電源モジュール）

推奨（電源モジュール用パワーアダプター）
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ソフトウエアアクセサリー

必須要件（コントローラーをPCに接続時）

推奨（ArtemiS SUITEモジュール）

その他のArtemiS SUITEモジュールについてはArtemiS SUITE Overviewデータシートをご参照
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技術データ

一般
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技術データ

電圧/ICP（アナログ入力）

電圧/ICP - 測定範囲（アナログ入力）1

1 有効条件：周囲温度23°C、73.4°F（±3°C、±37.4°F）、動作時間≥1時間。デバイスの振動励起は、測定値に偏差を引き起こす可能性があ
ります。 すべての測定範囲は工場で校正されています。さらに、300mVPから30VPの測定範囲は、HEAD acoustics GmbHの認定校正ラボで、DIN 
EN ISO 17025に準拠し校正可能です。



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPは PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミクス

「ダイナミクス」という用語には標準化された計算方法がありません。これが、labVF6-Iso IIのS/N比（SNRまたは

S/N）が指定される理由です。この値は、labVF6-Iso IIの全帯域ノイズフロアレベルに対する最大変調の正弦波音

のレベルに基づいて計算されます。文献では、「ダイナミクス」という用語がS/Nとの類推で使用されることがありますが、こ

れはしばしば固有ノイズの狭帯域計算に基づいています。分析帯域幅に応じて、labVF6-Iso IIは「ダイナミック」値が

非常に高くなります。

ICP は PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。LEMO は LEMO SA の登録商標です。

1 有効条件：周囲温度23°C、73.4°F（±3°C、±37.4°F）、動作時間≥1時間。デバイスの振動励起は、測定値に偏差を引き起

こす可能性があります。

すべての測定範囲は工場で校正されています。さらに、300mVPから30VPの測定範囲は、HEAD acoustics GmbHの認定校正ラボで、

DIN EN ISO 17025に準拠し校正可能です。

電圧/ICP - 測定範囲（アナログ入力）1
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